
田原市花木の名所づくり推進事業補助金交付要綱 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、花のまち田原市にふさわしい景観整備を行い、市の魅力

度及び知名度を向上させるため、住民、団体及び事業者が、花木を活用した

名所を整備するための経費に対し、予算の範囲内において田原市花木の名所

づくり推進事業補助金（以下「補助金」という。）を交付することについて、

田原市補助金交付要綱（昭和５１年４月１日施行）に定めるもののほか、必

要な事項を定めるものとする。 

 （用語の定義） 

第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定め

るところによる。 

(1) 花木 年に 1 回以上花が咲く樹木をいう。 

(2) 事業区域 新たに花木を整備する土地の区域をいう。 

(3) 花木面積 新たに花木を整備する面積で、次の表に掲げる花木の高さ（成

長後の標準的な樹高）に応じた樹冠の水平投影面積を合算した面積をいう。 

花木の高さ 樹冠の半径 樹冠の水平投影面積 

～２.５ｍ未満 １.１ｍ ３.７９㎡ 

２.５ｍ～４ｍ未満 １.６ｍ ８.０３㎡ 

４ｍ以上 ２.１ｍ １３.８４㎡ 

（補助対象事業） 

第３条 補助金の交付の対象となる事業（以下「補助対象事業」という。）は、

花木を活用した名所を整備する事業で、次の要件を満たすものとする。 

(1) 事業の目的が花のまち田原市の魅力度及び知名度を向上させるものであ

ること。 



(2) 花木の植栽が、主として果実の生産、販売等を目的とするものでないこ

と。 

(3) 次のいずれかに該当する事業であること。 

ア 一団の土地に花木を植栽する事業で、事業区域の面積が５００㎡以上、

かつ、次の表に掲げる事業区域の面積に応じた花木面積を有するもの 

事業区域の面積 花木面積 

５００㎡～１,０００㎡未満 ４００㎡ 

１,０００㎡以上 事業区域の面積の１０分の４ 

イ 新たに道路沿い等において連続して花木を整備する事業で、その本数

が５０本以上、かつ、延長が３００ｍ以上のもの 

(4) 花木が道路から眺望できる、又は不特定多数の人が立ち入って見ること

ができること。 

(5) 設置される花木の管理者（以下「管理者」という。）と補助金の交付を受

けようとする者（以下「申請者」という。）が同一であること。ただし、管

理者と申請者との間で、管理者が花木の管理義務を負うことの取決めがな

されている場合は、この限りでない。 

(6) 申請者と事業区域の土地の所有者が異なる場合は、当該所有者の承諾を

得ていること。 

２ 前項の規定にかかわらず、この要綱に基づく補助金の交付を受けたことの

ある事業区域における事業は補助対象事業としない。 

（補助対象者） 

第４条 補助金の交付を受けることができる者は、前条第１項に規定する事業

を行う者（以下「補助対象者」という。）で、市税の滞納をしていないものと

する。 

（補助対象経費及び補助金額） 



第５条 補助対象経費及び補助金の額（以下「補助金額」という。）は、別表に

定めるとおりとする。ただし、補助金額の算定に当たり、１,０００円未満の

端数が生じたときは、これを切り捨てた額とする。 

（交付申請） 

第６条 補助金の交付を受けようとする補助対象者は、補助対象事業に着手す

る前に、田原市花木の名所づくり推進事業補助金交付申請書（様式第１号。

以下「申請書」という。）に次に掲げる書類を添えて、市長に提出しなければ

ならない。 

(1) 事業計画書 

(2) 事業場所の位置図 

(3) 事業内容を表す図面、着手前写真等 

(4) 事業に要する経費の見積書 

(5) 事業区域の所有者の承諾書 

(6) 土地の所有者が確認できる書類 

(7) 公図の写し 

(8) その他市長が必要と認める書類 

（交付決定及び通知） 

第７条 市長は、前条に規定する申請書の提出があった場合は、その内容を審

査し、適当と認めたときは、補助金の交付の決定（以下「交付決定」という。）

をするものとする。 

２ 市長は、補助金の交付の目的を達成するため必要があるときは、交付決定

に条件を付することができる。 

３ 市長は、第１項の規定により交付決定をしたときは、田原市花木の名所づ

くり推進事業補助金交付決定通知書（様式第２号）により当該申請をした者

に通知するものとする。 



（変更申請） 

第８条 前条第３項による交付決定を受けた者（以下「補助事業者」という。）

は、交付決定に係る事業（以下「補助事業」という。）の内容を変更しようと

するときは、田原市花木の名所づくり推進事業補助金変更交付申請書（様式

第３号。以下「変更申請書」という。）に事業の変更内容がわかる書類を添え

て、あらかじめ市長に提出しなければならない。 

（変更交付決定） 

第９条 市長は、前条に規定する変更申請書の提出があった場合は、その内容

を審査し、適当と認めたときは、補助金の交付決定の変更を決定するものと

する。ただし、補助金額は、第７条第１項の規定により決定した額を上限と

する。 

２ 市長は、前項の規定により補助金の交付の変更を決定したときは、田原市

花木の名所づくり推進事業補助金変更決定通知書（様式第４号）により当該

申請をした者に通知するものとする。 

（概算払） 

第１０条 市長は、補助事業の実施に必要と認めた場合は、田原市花木の名所

づくり推進事業補助金概算払請求書（様式第５）に基づいて補助金の一部又

は全部を概算により補助事業者に交付することができる。 

２ 前項の概算払の額に、１,０００円未満の端数があるときは、これを切り捨

てるものとする。 

（補助事業の廃止） 

第１１条 補助事業者は、補助事業を廃止しようとするときは、田原市花木の

名所づくり推進事業廃止届（様式第６号）を遅滞なく市長に提出しなければ

ならない。 

（実績報告） 



第１２条 補助事業者は、事業が完了したときは、事業完了後３０日以内又は

当該年度の３月２０日のいずれか早い日までに田原市花木の名所づくり推進

事業補助金実績報告書（様式第７号）に次に掲げる書類を添えて、市長に提出

しなければならない。 

(1) 事業に係る図面（平面図、緑化構造図等） 

(2) 事業着手前及び事業完了後の写真 

(3) 事業に要した経費の領収書の写し又はそれに類するもの 

(4) その他市長が必要と認める書類 

（補助金額の確定） 

第１３条 市長は、前条に規定する実績報告書の提出があった場合は、書類審

査及び必要に応じて現地調査を行い、事業の成果が交付決定の内容に適合す

るものであるかを調査し、適合すると認めたときは、補助金額を確定するも

のとする。 

２ 市長は、前項の規定により補助金額を確定したときは、田原市花木の名所

づくり推進事業補助金額確定通知書（様式第８号）を補助事業者に通知する

ものとする。 

（請求及び交付） 

第１４条 前条第２項に規定する確定通知書を受けた者は、速やかに田原市花

木の名所づくり推進事業補助金請求書（様式第９号）を、市長に提出しなけ

ればならない。 

２ 市長は、前項に規定する請求書を受けた場合は、その内容を審査し、適当

と認めたときは、補助事業者に補助金を交付するものとする。 

（取消し及び返還） 

第１５条 市長は、補助事業の成果が交付決定の内容及びこれに付した条件に

適合しないと認めたときは、交付決定の全部若しくは一部を取り消し、又は



既に交付した補助金の全部若しくは一部を返還させることができる。 

（事業区域の維持管理） 

第１６条 補助事業者は、事業完了後適正な事業区域の維持管理に努めなけれ

ばならない。 

 （財産処分の制限） 

第１７条 補助事業者は、補助金の交付を受けて取得した財産を、市長の承認

を受けないで処分してはならない。ただし、減価償却資産の耐用年数等に関

する省令（昭和４０年大蔵省令第１５号）に定められている期間又はこれに

準ずるものと認められる期間を経過した場合は、この限りでない。 

 （雑則） 

第１８条 この要綱に定めるもののほか必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、令和６年４月１日から施行する。 

（この要綱の失効）  

２ この要綱は、令和９年３月３１日限り、その効力を失う。ただし、第１５

条から第１７条の規定は、この要綱の失効後も、なお効力を有する。 

 

  



別表（第５条関係） 

 

 

補助対象経費 補 助 金 額 

花木の植栽、植栽基盤、潅水施設

及び園路整備に係る費用。 

 

 

１ 補助金額は、補助対象経費の２

分の１の額又は１,５００万円の

いずれか低い額とする。ただし、

国、県又は市が交付する他の補助

金、負担金及び交付金（市の協働

助成金を除く。以下同じ。）の交付

が受けられる場合は、補助対象経

費の２分の１の額又は１,５００

万円のいずれか低い額から国、県

又は市が交付する他の補助金、負

担金及び交付金の額を減した額

とする。 

２ 補助金額は、１０万円未満の場

合は交付しない。 


